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北陸新幹線は、現在工事が進められています。

当埋蔵文化財調査事務所では、北陸新幹線建設計画に伴い、平成 8年度か

ら日本鉄道建設公団 (現、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 )

の委託を受け、新幹線建設予定地内の埋蔵文化財包蔵地について、その範囲

等の確認調査を実施しています。今年度は、黒都市内の4ヶ所の包蔵地確認

調査を実施しました。

本書は、HS-10、 HS-15、 HS-16、 そして舌山遺跡における遺跡の

範囲や時代、遺構と遺物の遺存状態を把握するために実施した包蔵地確認調

査の結果をまとめたものです。この調査の成果が今後の発掘調査と研究の一

助になれば幸いです。

最後に、今回の調査にあたり格別のご協力とご配慮をいただいた関係各位

に深く感謝申し上げます。

平成16年 3月

財団法人富山県文化振興財団

埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所

所  長  桃 野  真 晃



例 言
1 本書は平成15年度に黒部市宮沢、宮野、吉城寺、若栗地内の北陸新幹線建設予定地内で実施
した坦蔵文化財包蔵地の確認調査報告書である。

2 調査は富山県教育委員会の決定に基づき、財団法人富山県文化振興財団が独立行政法人鉄道建
設・運輸施設整備支援機構 (鉄道・運輸機構)か らの委託を受けて実施した。

3 調査は財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所が実施した。調査員は次の通りである。
調査第二課課長 宮田進一、同主任 菅田 薫、同文化財録護主事 武田健次郎・床平慎介
4 本書の編集・執筆は菅田が担当し、武田 。床平の協力を仰いだ。
5 遺物写真の撮影は、調査第一課課長 狩野 睦が行った。
6 出土遺物及び記録資料は、埋蔵文化財調査事務所が一括して録管している。
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位置と環境

北アルプスに源を発し、急峻な黒部峡谷を流れでた黒部川は、標高150m付近の宇奈月町愛本を扇頂

部に、標高 Omの海岸線まで同心円状に等高線が並び、典型的な扇状地を作 り出している。黒部川の

ほか小川、船川、入川などが複雑に流れ現在の複合扇状地となり、古 くは「四十八ヶ瀬」と呼ばれて

いた。黒部川の左右には旧扇状地と呼ばれる段丘が発達し、この段丘上や、高位段丘になる丘陵上に

多 くの遣跡が立地している。縄文時代の遺跡には、右岸には不動堂遺跡 。柳田遺跡・愛本新遺跡など

があり、左岸には浦山寺蔵遺跡 。前沢遺跡などがある。このように、黒部川扇状地には多くの縄文時

代の遺跡が立地するにもかかわらず、弥生・古墳時代の遺跡は少ない。北陸自動車道関連の調査で朝

日町の馬場山D・ E・ F遺跡と道下遺跡で古墳時代の土器が、馬場山F遺跡で弥生時代の上器が出土

しているにすぎない。古代になると当地にも荘園が存在したようである。東大寺領丈部荘、西大寺領

佐味荘、西大寺領佐味西荘などであり、入菩町のじょうべのま遺跡を、東大寺領丈部荘に比定する説

がある。扇状地には中世以降の遺跡が数多く立地し、特に城館・山城が扇状地と周辺の丘陵上に散在

している。

本年度包蔵地確認調査を行ったのは、黒部市内に所在するHS-10。 15,16埋蔵文化財包蔵地と舌

山遺跡の 4箇所で、HS-10・ 15。 16の各坦蔵文化財包蔵地は黒部川扇状地の西端の丘陵端部に位置

し、舌山遺跡は扇状地西端の丘陵裾部に位置する。

Ⅱ 調査の経緯

昭和60年、北陸新幹線ルートが発表され、日本鉄道建設公団 (現、独立行政法人鉄道建設・運輸施

設整備支援機構)の依頼をうけて、昭和60年・平成 7・ 14年 に富山県教育委員会文化課 (現、文化財

課)と 富山県埋蔵文化財センターによって建設予定地内の分布調査が実施された。それにより周知の

追跡を含めて県東部に19箇所、県西部に■箇所の埋蔵文化財包蔵地が確認された。北陸新幹線建設に

先立ち用地内の埋蔵文化財包蔵地の確認調査の要望が寄せられ、日本鉄道建設公団と県文化財課の協

議の結果、富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所に調査を依頼することになった。これを受けて、

平成 8年度には小矢部市下川原遺跡の調査を実施した。平成11年度以降は、県東部から包蔵地確認調

査を順次実施しており、平成13年度、新黒部駅 。富山駅間の工事認可が降りるとともに、工事着工の

急がれる、新黒部駅以東の柳田遺跡などの発掘調査も実施している。

本年度確認調査を実施したHS-10埋蔵文化財包蔵地は、昭和60年の分布調査で、HS-15'H
S-16埋蔵文化財包蔵地は、平成14年の分布調査で新たに確認されたもので、舌山遺跡も平成14年の

調査により遺跡の範囲が拡大されたものである。以下に平成15年度に実施した包蔵地確認調査の概要

を記す。

遺跡名 調査期間 (実働日数) 対象面積 発掘面積 遺跡の有無 (時代 ) 遺跡推定面積

HS-10 H15。 10.20～ 10。23(3日 ) 7,200ぽ 288ロド 有 (縄文) 1,324♂

HS-15 H15.5。 12～ 5。 14(3日 ) 5,600ポ 498ロド 征
【

HS-16 H15。 5。 14～ 5。20(4日 ) 800♂ 98ポ 有 (古代・中世) 1,854コ『
舌山遺跡 H15。 11.12～ 11。14(2日 ) 354♂ 45。9♂ 征

【

第 1表 調査結果一覧
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第 1図 調査対象地と周辺の遺跡 (■ 50,000)



番号 名 称 所 在 地 県地図呑号 種  別 時 代 備 考
1 HS-10 黒部市宮沢 207068 宮沢釈迦遺跡

2 HS-15 黒部市宮野
ｐ
υ HS-16 黒部市吉城寺 吉城寺南遺跡

4 舌山遺跡 黒部市若栗舌山 ９
″
０，
ｒ
０９
留 散布地 縄文

5 山田新遺跡 黒部市山田新 207073 縄文、中世 昭和53年発掘調査

6 HG-30 黒都市山田新 207028 散布地 不 明 分布調査で土器片を確認

7 館ノ城跡 朝日町三枚椅字館 343060 城館 中世 (室町 ) 昭和51年試掘調査

8 天戸遺跡 朝日町三枚橋 343061 散布地 中世 (鎌倉・室町) 昭和51年試掘調査

9 天香寺遺跡 朝日町三枚橋 ９
留
６０つ

け
刀
仕
Ｏ
υ 社寺(寺院) 中世 (室町) 昭和51年試掘調査

10 船川新遺跡 朝日町船ナキ1新 343058 散布地 不 明

窪田遺跡 朝日町窪田 343059 散布地 不 明
９

留 富士塚遺跡 入善町小杉 342003 散布地 中世 (室町 )
０
じ 下山新遺跡 朝日町下山新字馬坂 343069 集落 縄文 (中・後 ) 昭和47'48・ 50・ 51・平成13・ 14年発掘調査

14 下山新東遺跡 朝日町下山新 343068 集落 縄文(前。中・後・晩) 平成14年発掘調査

15 高橋遺跡 朝日町窪田字高橋 ，
ｒ
資
υ
（
υ
つ
０
カ
仕 集落P 縄文(中・後)、近世 昭和52年試掘調査

16 HS-14 黒部市宮野 不 明 鉄津を採集

17 吉城寺遺跡 黒部市吉城寺
Ｏ
υ
Ｏ
υ
ハ
υ

，
ｒ
０９
留 散布地 中世 (鎌倉・室町)

18 新坂北遺跡 黒部市新坂 207034 散布地 縄文、古代 (奈良)

19 新坂遺跡 黒部市新坂 207035 散布地 縄文、古代 (平安) 昭和53年発掘調査

20 不動堂西遺跡 朝日町横水 343093 集落 中世 (鎌倉・室町)

21 東山遺跡 黒都市宮沢字東山 ６つ
υ
（
Ｖ
７
‘
（
）
９
留 散布地 縄文、近世 昭和53年発掘調査

22 善念寺館跡 黒部市若栗字川端割 207023 城館 中世 (鎌倉・室町)
Ｏ
υ
つ
々 野中遺跡 入善町野中 342005 散布地 縄文

24 中沢遺跡 入善町中沢 342004 散布地 縄文 (中・後 )

25 HS-12 入善町新屋 342018 散布地 近世 平成11年試掘調査

26 下山峠遺跡 入善町下山 ，
Ｖ
００つ

ね
刀
仕
つ
υ 散布地 縄文

ワ
ｒ
９
留 西中遺跡 入善町西中 342008 散布地 縄文

28 下山地蔵遺跡 入善町下山字地蔵 342009 社寺(寺院) 中世 (鎌倉 ?)

29 下山人幡社遺跡 入善町下山字地蔵 342010 社寺(寺院) 中世 (鎌倉 )

30 新屋島遺跡 入善町新屋字島 342011 散布地 縄文 (後 )
Ｏ
υ 坪野遺跡 入善町下山字坪上 342012 散布地 縄文 (中・後・晩) 昭和40年町指定史跡・平成元年試掘調査
９
留
つ
０ 愛本新遺跡 宇奈月町愛本新 341001 集落 縄文 (中・後・晩) 昭和45年県指定史跡・昭和45年発掘調査
０
０
つ
υ 舟見遺跡 入善町舟見 342021 散布地 中世

舟見遺跡 (342014)に統合
34 舟見中学校庭遣跡 入善町舟見 342014 散布地 縄文(中 )、中世(鎌倉,室町)

35 井ノロ城跡 朝日町井ノロ 343088 城館 中世 (鎌倉・室町) 平成12。 14年試掘調査

36 若栗中村遺跡 黒部市若栗中村 207072 散布地 中世、近世 平成15年発掘調査

37 西蓮寺遺跡 入善町田中字竹ノ腰 342002 散布地 中世 (鎌倉 )

38 竹谷遺跡 黒部市若栗字大越 つ
ね
つ
υ
ｎ
ｖ
ワ
ｒ
０９
留 故布地 荼電文

39 風野遺跡 宇奈月町愛本新宇風野 341002 散布地 縄文 (後・晩)

40 下立遺跡 宇奈月町下立字1中 341009 散布地 縄文 (中・後 )

41 黒部中学校校庭遺跡 宇奈月町浦山 341008 散布地 縄文

42 HS-11 入善町小摺戸 342019 散布地 中世 (鎌倉・室町) 平成11年試掘調査
Ｑ
υ
И
仕 長安寺館跡 黒都市若栗字川端 207022 城館 中世 (鎌倉。室町) 平成13年発掘調査

44 若栗城跡 黒都市若栗中村 207024 城館 中世 (室町 ) 昭和30年黒部市指定史跡・昭和49年発掘調査

45 HG-33 黒部市栗林 207025 散布地・城館 中世 (鎌倉・室町)

46 HG-32 黒都市舌山 207026 散布地 不 明

47 若栗遺跡 黒部市若栗西町・東町 ０Ｏ
υ
ハ
υ
ワ
イ
０９
留 散布地 縄文、中世(鎌倉・室町)

48 袖野遺跡 黒部市若栗袖野 207031 散布地 縄文

49 宮野遺跡 黒部市宮野 ９９
留
０，
ｒ
∩
υ
９
″ 散布地 縄文

50 浦山寺蔵遺跡 宇奈月町浦山字山越 341007 集落 縄文 (中・後。晩) 昭和51年発掘調査

第 2表 周辺の遺跡一覧
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Ⅲ 調査の結果

1日 HS~10埋蔵文化財包蔵地 (宮沢釈迦遺跡 )

調査対象地

HS-10埋蔵文化財包蔵地は、昭和60年、県教育委員会と富山県埋蔵文化財センターが実施した分

布調査によって新たに発見された遺跡である。黒部川扇状地西端の段丘上、大谷川と県道本野・三日

市線に挟まれた舌状に張 り出す台地の先端に立地する。現況は、東側にスーパー農道がはしり、北西

側の台地先端部は北陸自動車道により画された水田で、標高は西側で約72m、 東側で約77mを測る。

調査対象地は本線部分と変電所建設予定地からなり、調査対象面積は7,200♂である。 トレンチは15ケ

所設定した。

基本層序 Ia層
Ib層
Ⅱ層

Ⅲ層

表土 (耕作土)

基盤整備に伴う整地層

包含層

遺構検出面 (地山)

灰色粘質シルト

明褐色粘質シル ト:混礫

灰褐色粘質シル ト

明黄褐色粘質土

15cm

O～ 130cm以上

0^-20cm

調査結果

2～ 4・ 6ト レンチをのぞきすべての トレンチで耕作土直下に地山層または、基盤整備に伴う整地

層下が地山層となっている。遺物包含層とみられる灰褐色粘質シル ト層は 2～ 4・ 6ト レンチのみに

堆積が認められる。

検出した遺構には倒木、穴、土器埋設穴がある。埋設土器は2ト レンチで検出した。灰褐色粘質シ

ル ト層下で検出し、周囲には柱穴とみられる穴も確認した。土器は直径約25cmで土器周囲の上は固く

焼け締まっている。土器のなかの上には炭が多 くみられた。 トレンチの精査、断面の観察から竪穴住

居に伴う炉と推定できる。また、周囲の排土からは被熟した石が多数出土しており、石組炉であった

可能性がある。

出土遺物は13ト レンチ検出の倒木から縄文土器が 1点出土している以外はすべて 2ト レンチ土器埋

設穴周辺からの出土である。時期は縄文時代中期後葉にあてられる。

以上の調査成果から本調査対象となるのは、遺物包含層の拡がりから2～ 4・ 6ト レンチを含む

1,324♂となる。なお、遺跡の名称は当該地の字名から『宮沢釈迦遺跡』とした。

トレンチ春号 合長(m〕 潰構面澳庁 (m) T2,喜 Th層 Ⅱ層 Ⅲ層 遺構

Tl 34.8 0.25-0.5 倒木 1

T2 0.2^-0.3 糸品十 十 業 lHl譜女 1・ 貨 9

T3 0。25-0。35 季穴住居 ?(断面で確認 )
T4 0。25^ヤ 0.5

T5 9 0.7-1 倒木 1

T6 0.5～ 0,8

T7 0,1^ヤ 0.2

T8 14.6

T9 0。 2^ヤ 0.85

T10 48.5 0,1-0.6

T ll 57.5 0,1^ヤ 1.6 倒木 2

T12 0.2^ヤ 1

T13 0。2-0.35 縄土 倒木 1

T14 0。2^-1.5 穴 1

T15 0。15^-1 1穴 2 倒木

弟 3表  HS-10ト レンチー覧
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2.HS-15埋蔵文化財包蔵地
調査対象地

HS-15埋蔵文化財包蔵地は、平成14年県文化財課と県埋蔵文化財センターの新幹線用地内分布調

査により新たに発見された。黒部川扇状地の西端の段丘上に立地し、HS-16埋蔵文化財包蔵地とは

ほぼ接 した位置にある。標高75.5～ 76mを測 り、現況は水田である。当地は黒部第 1ト ンネル西側開

口部にあたり、調査は本線部分に加え、工事基地を含む5,600ぽを対象とし、 4ヶ 所のトレンチを設定

した。

基本層序 Ia層
Ib層
Ic層
Ⅱ層

耕作土

整地層

湿地 ?

地山

灰色シルト

にぶい黄褐色シルト・黒褐色粘質シルト・砂礫の混土

褐灰色粘質ンルト・黒褐色粘質シルトなど

明褐色粘質ンルト

20cm

40…ヤ110cm

O～ 35cm

調査結果

各 トレンチの両端では、耕作土を除去した直下で地山層を検出したが、 トレンチの中央やや西側で

流路または湿地とみられる層の堆積が認められた。 3ト レンチでは湿地状堆積の下層、地山直上面で

現代の磁器・ガラス片が出土しており、ほ場整備直前に整地されたものと考えられる。他に遺構・遺

物の検出は無く、今回の包蔵地確認調査では、本調査の必要は無いと判断した。

トレンチ呑号 令長(m 潰構面浜産 (m) Ia層 Ib層 c層 Ⅱ層 潰構

Tl 70
T2
T3 70 0。74

T4 60 0.48

第 4表 HS-15ト レンチー覧

第 3図 HS-15ト レンチ位置図 (1:1,000)
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3.HS-16埋蔵文化財包蔵地 (吉城寺南遺跡 )
調査対象地

HS-16埋蔵文化財包蔵地も、HS-15同様に平成14年度の分布調査により確認された。HS-15

埋蔵文化財包蔵地とは、道路及び宅地を挟んで南側に位置している。標高75,4～ 78mを 測 り、西南に

張り出す台地の先端部にあたる。頂部から西側にかけて旧地形を残し、高低差約 3mあ る緩やかな斜

面をなす。南狽1は耕作地にするため削平されている。現況は、南側が水田、他は竹・雑木林である。

調査は本線部分の800ポ を対象とし、当初 2ケ所のトレンチを設定したが、調査の進捗に伴い 1ケ 所の

トレンチと、 lヶ所の拡張区を追加した。

基本層序 層

層

層

Ｉ

Ｅ

Ⅲ

表土

遺構埋土

地山

黒褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト・黒色粘質シル ト

褐色粘質シルト

20cm

2ト レンチ

層

層

Ｉ

Ｈ

耕作土

地山

暗褐色粘質シルト

明褐色粘質シルト

20cm

3ト レンチ

調査結果

1・ 2ト レンチは表土層を除去すると地山または鉄淳を多量に出土する暗褐色粘質シルト層および

黒色粘質シル ト層の堆積となる。また、水田部分である 3ト レンチでも、耕作土直下で地山層が検出

される。検出した遺構には土坑・穴・溝がある。溝は3ト レンチの東端で検出した。検出面での幅は

約 lmあるが掘り下げを行っていないため出土遺物は無く、時期は不明である。

1ト レンチで土坑・穴を検出した。土坑は炭を多量に含み、地山層との境は固く焼け締まった焼土

層が認められた。炭窯とみられ、 2基の存在が推定できる。このうち 1基は、 2ト レンチ全面にわた

って炭層が検出でき、 2ト レンチ拡張区でも同様の結果を得た。穴には煙道とみることができるもの

があり、穴の内側に焼土の層がみられる。また 1ト レンチと3ト レンチの間の崖面の断面を精査 した

ところ、炭を多量に含む層と焼土塊が確認でき、 1ト レンチ西南隅から崖面にかけても炭窯が存在す

る可能性がある。

出土遺物は多量の鉄津とともに、古代の土師器と中世の土師器が出土している。

以上の結果から、当該地は炭窯 2基以上の存在が想定され、土師器の出土から古代から中世のいずれ

かの時期にあてられる。また、鉄淳の出土量から製鉄関連の遺構の存在も想定することができる。以

上のことから本調査対象面積は隣接する工事基地部分も含めて、1,854♂ とした。

なお、当地は黒部第 1ト ンネルに関わる工事の関係で緊急を要することから、県文化財課、黒部市、

鉄道・運輸機構の協議を経て黒部市により発掘調査が実施されている。また、遺跡名を字名から『普

競等終籍豊蘇』とした。

トレンチ呑号 全長(m) 遺構面深度 (m) I層 Ⅱ層 Ⅲ層 潰構 潰物

Tl 0.2-0.6 炭窒 2・ 穴 (煙道 ?)、 土師。中土・鉄津

T2 0.1^ヤ 0.35 炭窯 1・ 穴 (煙道 ?)、 土師・鉄津多量

T2拡張灰 2 鉄 淳

T3 18 0,2-0。8 溝

界 5表 HS-16ト レンチー覧
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4.舌山遺跡
調査対象地

舌山遺跡は、黒部川左岸の西端に位置し、隆起扇状地にかかる宮野の丘陵の北東裾部に立地し、標

高約48mを測る。平成14年度に行われた分布調査によって、遺跡の範囲が西南側の丘陵斜面にも拡大

された。遺跡の範囲はほぼ黒瀬川と県道下垣内・前沢線に囲まれた範囲である。また、平成15年度は

舌山遺跡の本線および工事用道路部分の本調査も実施された。本調査では、竪穴住居 3棟、土坑、川、

谷などが検出されている。竪穴住居は中期後葉串田新式期に属すもの 2棟、前田式期に属すもの 1棟

が検出された。Al地区では串田新式期の竪穴住居 1棟を検出しており、石組炉を伴っている。平面
形は方形を呈すとみられる。A2地区の竪穴住居は 2棟あり、串田新式期のものは、円形を呈す平面
形とみられるが、炉などの施設は検出していない。他 1棟は、前田式期に属す竪穴住居で、石組炉を

伴っている。遺物は谷、川、土坑などから串田新式期の上器を中心に出土している。Al地区の川か
らは打製および磨製の石斧が比較的まとまって出土した。

包蔵地確認調査は、A2地区と県道下垣内 。前沢線に挟まれた丘陵斜面で、黒部第 1ト ンネル東側
の開口部にあたる。対象面積は354♂あり、 トレンチ 2ヶ所を設定した。
基本層序 Ia層

Ib層
Ⅱ層

Ⅲ層

表土

盛土

湿地状堆積

地山

黒褐色腐植質シルト

褐色砂礫

暗赤褐色腐植土・浅黄色微砂
にぶい黄色砂質シルト・礫

10-25cm

30-70cm

O～ 60cm

調査結果

調査地の西側 (丘陵側)は表土直下に地山層であるにぶい黄褐色砂質シル ト層が検出される。地山

層は急斜面をもって落ち込み腐植土層の堆積がみられた。 1。 2ト レンチともに同じ土層堆積がみら

れたが、遺物の出土は無く腐植土層の時期は不明である。

今回の包蔵地確認調査の結果から、舌山遺跡A2地区に隣接する当地区の発掘調査は必要ないもの
と判断した。

Ⅳ 小 括

平成15年度に行った3ケ所の埋蔵文化財包蔵地とlヶ所の遺跡の埋蔵文化財包蔵地確認調査の結果は、

次の通りである。

l.HS-10坦蔵文化財包蔵地では、調査対象地の東側で縄文時代中期の埋設土器を確認した。検出
した遺構は埋設土器 1基だけであったが、竪穴住居であるとみられ、包含層の拡がりから1,324♂

を本調査対象面積とした。遺跡名は『宮沢釈迦遺跡』とした。

2.HS-15埋蔵文化財包蔵地、舌山遺跡の大2地区西側の確認調査では、ともに遣構の検出は認め
られず、また、遺物の出土も無かった。従って本調査の必要は無いものと判断した。

トレンチ春号 令長(m) 遺構面深度 (m) Ia層 Ib層 Ⅱ層 Ⅲ層 遺構
Tl 12.5 0.1-0.7

T2 0。1-0.7

第 6表 舌山遺跡 トレンチー覧
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3.HS-16埋 蔵文化財包蔵地では、炭窯とみられる遺構を検出した。その結果、1,854ぽ を本調査対

象面積とした。遺跡名は『吉城寺南遺跡』とした。

HS-16埋蔵文化財包蔵地の北東約100mの地点でも分布調査において鉄津を多量に採集したH

S-14埋蔵文化財包蔵地があり、当遺跡が炭窯の検出および多量の鉄淳の出土から、古代または

中世の製鉄関連の遺跡となる可能性がある。HS-14埋蔵文化財包蔵地を含めて、富山県内では

射水丘陵を中心に確認されている生産遺跡群が、黒部川扇状地西側の隆起扇状地上においても展

開する可能性を示唆している。

HS-16埋蔵文化財包蔵地 (吉城寺南遺跡)は、平成15年■月から平成16年 2月 まで、黒部市

教育委員会によって、本調査が実施された。

引用 。参考文献

黒部市教育委員会      1973 『富山県黒部市前沢遺跡緊急発掘調査報告書』

富山県荻育委員会      1984 『北陸自動車道遺跡発掘調査報告一朝日町編一道下遺跡』
1985 『北陸自動車道遺跡発掘調査報告一朝日町編 2-境 A遺跡 馬

場山D遺跡 馬場山E遺跡 馬場山F遣跡 馬場山G遺跡

馬場山H遺跡』

1987 『北陸自動車道遺跡発掘調査報告―朝日町編 3-馬場山D遺跡

馬場山G遺跡 馬場山H遺跡』
財団法人富山県文化振興財団 2001 『北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地確認調査報告 (2) 竹ノ

埋蔵文化財調査事務所        内Ⅱ遺跡 (長野地区) 柳田遺跡 井ノロ城跡 下山新東遺

跡 下山新遺跡』
2003 『北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地確認調査報告 (3) 井ノ

ロ城跡 若栗中村遺跡 舌山遺跡』

遺跡名 対象面積 (調査面積 ) 本調査対象面積 出土遺物 遺跡の時代

HS-10(宮沢釈迦遺跡 ) 7,200♂ (288ポ ) 1,324♂ 縄文土器 縄文時代

HS-15 5,600♂  (498♂ )

HS-16(吉城寺南遺跡 ) 800♂  (98♂ ) 1,854n¥
古代土師器、

中世土師器、鉄淳
古代。中世

舌山遺跡 354ぜ (45。9♂ )

計 13,954♂ (929。9r) 3,178♂

第 7表 平成15年度包蔵地確認調査一覧
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1.出土遺物
2.HS-15調 査前全景
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図版 4 HS-16

舌山遺跡

1.Tl窯体検出状況 2.T2完掘状況 3.T2拡張区・炭層検出状況
4.T3完掘状況 5.T3溝検出状況
6.調査地全景 7.Tl完掘状況 8.Tl土層断面
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所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コー ド 】ヒ  糸革 東 経 調査期間 調査面積

♂

調査原因

市町村 遺跡番号

えいちえすじゅう

HS-10
くろべ しみやざわ

黒部市宮沢 16207

36

51

38

137

28

01

20031020

20031023

288

(対象7,200)

北陸新幹線建

設に伴う包蔵

地確認調査

えいちえすじゅうご

HS-15 黒部市宮野 16207

137

28

18

20030512

20030514

498

(対象5,600)

北陸新幹線建

設に伴う包蔵

地確認調査

えいちえすじゅうろく

HS-16
くろべしきちじょうじ

黒部市吉城寺 16207

６

　

　

１

　

　

４

137

28

17

20030514

20030520

98

(対象800)

北陸新幹線建

設に伴う包蔵

地確認調査

したやまいせ き

舌山遺跡 黒部市若栗 16207 027

７

　

８

　

２

20031112

20031114

45。 9

(対象354)

北陸新幹線建

設に伴う包蔵

地確認調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

HS-10 集 落 縄  文 竪穴住居 縄文土器
みやざわしゃか

宮沢釈迦遺跡とする

HS-15 本調査を必要としない

HS-16 製  鉄 古代・中世 炭窯・穴・溝 土師器・中世土師器 。鉄津
きちじょうじみなみ

吉城寺南遺跡とする

舌山遺跡 本調査を必要としない
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